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⑩ 研究概要
1 )  末 梢 と 中 枢神経系 に お け る 「痛 み 」 と 「淳 み 」

の伝達 ・ 制御 の メ カ ニ ズ ム を 生化学， 薬理 学 ， 分

子生物学的手法 を 用 い て 解析.

2 )  íi痛 み 」 あ る い は 「淳 み J を 伴 う 疾 患 に 適 用 さ

れ る 和漢薬 と 西 洋薬 の 効 力 検定お よ び作用機序 の

解析 に 有用 な病態モ デル動物の開 発 と ， こ れ ら 薬

物 の 作 用 機序 の解析.

3) 和漢薬 中 の 活性物質 の 生化学， 内 分泌学 的 方 法

に よ る 解析.

⑮ 著 書
1 ) 倉 石 泰 : 痛 み と 鎮 痛 の し く み と 化 学 物 質 .
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2) Kur aishi Y . ， and Satoh M. : Hypera1gesia 

induced by repeated co1d stress : antinocicepive 
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Processing and Inhibition of Nociceptive 

Information，  by Inoki R . ， Shigenaga Y . ， and 
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(Eds . )  57-62 ， E1sevier ， Amsterdam ， 1992 . 

⑩ 原 著
1 )  Satoh M . ， Kuraishi Y . ， and Kawamura M . : 

Effects of intratheca1 antibodies to substance 

P ， ca1citonin gene-re1ated peptide and ga1anin 

on repeated co1d stress-induced hypera1gesia : 
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⑮ 学会報告
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Nociception and Pain ， 1992 ， 10 ，  Mainz 

(Germany) .  

2 )  Kuraishi Y . ， and Satoh，  M . :  Participation 
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⑮ そ の 他
1 )  倉石 泰 : 北米神経科学 会 第 2 1 回 年 会 印 象 記 ，

日 本薬理学雑誌. 99 : 78， 1992. 

2 ) 倉石 泰 : 第 1 3 回 日 本 痔 痛 学 会 印 象 記 ，

Res . 7 : 51 ， 1992. 
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2 )  Oomura Y . ， 8asaki K . ， 8uzuki K . ， Muto 

T . ， Li A . ， Ogita Z . ， Hanai K . ， Tooyama 1 . ， 
Kimura H .  and Yanaihara N . : A new brain 
glucosensor and its physiological significance. 

Am . J. Clin . Nutr .  55: 278- 282 ， 1992 . 

3 )  Kumazai C . ， Tohda M . ， Isobe M. and 

Nomura Y . :  Involvement of growth-associated 

protein-43 with irreversible neurite outgrowth 

by dibutyryl cyclic AMP and phorbol ester 
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6 ) 篭滞正I1目 高橋省三， 諸橋正昭， 荻 田 善 一 : 生

薬混合エ キ ス C O M G ロ ー シ ョ ン ) の 男 性 型 脱 毛

症 に 対す る 臨床的検討 . 富 山 医薬大医誌， 5: 8-10， 

5 ) 薮 内 一輝， 南 雅 文， 倉 石 泰， 佐 藤 公 道 : カ

イ ニ ン 酸 に よ っ て 誘 発 さ れ る ラ ッ ト 脳 内 IL- 1 ß 

m RNA の in situ hybridization法 に よ る 検 討 ，

第65回 日 本薬理学会総会， 1992， 3 ， 仙 台 .

6) 藤井健志， 上 田 睦 明 ， 倉 石 泰， 佐 藤 公 道 : 脳

機能 改 善 薬 bifemelane の モ ル モ ッ ト 海 馬 に お け

る IP3 と cAMP濃度 に 及 ぼ す 影 響 ， 日 本 薬 学 会 第

1 12年会， 1992， 3 ， 福 岡.

7 )  岡 野 一 彦 ， 上 回 陸 明 ， 倉 石 泰 ， 佐 藤 公 道 :

8ubstance P 及 び EAA ア ゴ ニ ス ト の ラ ッ ト 脊 髄

ク モ 膜下腔 内 投与 に よ る averslve行動 に 関 与 す る

receptor subtypesの検討 ， 第 8 1 回 日 本 薬 理 学 会

近畿部会， 1992， 6 ， 名 古屋.

8) 岡 野 一 彦 ， 倉 石 泰 ， 上 田 睦 明 ， 佐 藤 公 道 :

capsaicinの ラ ッ ト 脊髄 ク モ 膜 下 腔 内 投 与 に よ る

aversl刊行 動 へ の substance P と glutamate の 関

与 に つ い て の 検討， 第82回 日 本薬理学会近畿部会，

1992， 1 1 ， 大 阪 .

9) 上 田 睦 明 ， 倉 石 泰， 佐藤公道 : カ プ サ イ シ ン

感受性一次求 心性線維か ら の グ ル タ ミ ン酸遊離 ー

オ ン ラ イ ン モ ニ タ リ ン グ法 に よ る in vitro 濯 流 実

験， 第 16回 日 本神経科学学会， 1992， 12 ， 大阪.

10) 森 井 孫 俊 ， 山 下 明 美 ， 竹 口 紀 晃 ， 日 合 奨 ，

寺沢唯夫 : グ リ チ ノレ リ チ ン 酸 誘 導 体 に よ る 胃 H ，

K-ATPase阻害. 日 本薬学会第1 12年会， 1992， 3 ， 

福 岡 .

1 1 )  日 合 奨， 長沢哲郎 : 真 正 お よ び 二 次 生 成 サ

イ コ サ ポ ニ ン に よ る 塩分水 分代謝調節 ホ ノレモ ン の

分泌促進. 日 本薬学会第 1 12年会， 1992， 3 ， 福 岡.

12)  長沢哲郎， 日 合 奨， 野 中源一郎， 西 岡五夫 :

大黄縮合型 タ ン ニ ン 類 の 構造 の グ ル カ ゴ ン作 用 増

強効果. 日 本薬学会第 1 12年会， 1992， 3 ， 福 岡 .

13) 日 合 奨 ， 長沢哲 郎 ， 周 秋 麗 ， 張 志 強 :

カ ル ベ ノ キ ソ ロ ン の 塩 分 水 分 代 謝 に 対 す る 作 用 .

第 9 回和漢医薬学会大会， 1992， 8 ， 東京.

14) 長沢哲郎， 日 合 奨， 野 中源一郎， 西 岡五夫 :

縮合型 タ ン ニ ン の 構 造 と グノレ カ ゴ ン作用増強活性

と の 相 関 . 第 9 回和漢医薬 学 会 大 会 ， 1 992 ，  8 ，  

東京.

15)  日合 奨， 長沢哲 郎 : サ イ コ サ ポ ニ ン 類 の 構

造 と ホ ノレ モ ン 分泌促進活性 と の 相 関. 日 本 生 薬 学

会第39回年会， 1992， 9 ， 東京 .

⑮ 総 説
1 ) 倉 石 泰 : 鎮痛薬. 1"漢方薬 そ の 医 薬 学 的 研

究 の 最 先端J 奥 田拓道， 木村正康， 宮本 昭 正 ， 和

田 博編， 代 謝 29 臨時増刊号 : 124- 1 29， 中 山

書庖， 東京， 1992. 
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